
交
正
関
与
元
町
三
↑

-u-'L一
一
種
郵
偏
物
縄
可
《
u
w
E
-
回

-a冒
伺
》

曾苧滞緩亭大関帝都京

巷回+二種

干T 哩量日一_.~司 Tt: ..二三軍11It西

言語瓦宮寛

論

聾

純勤1¥1 分
締勉!t!:配
l必!奨の論
家励 港の

目:性
的 .質
の

税

官
制
仙

ロ
ッ
シ

ν
l
ミ
へ

1
ゲ
ル
哲
皐

ブ
ル
ゲ
ン
氏
の
諸
枇
曾
ト
仁
義
詐
命
救
段

琉
球
最
後
の
王
朝
ミ
ベ
ル
リ
挫
督
教
技

説雑

錬

比指
較軟
性の

ゐ な 7iZ
it. き式

統ご
Eil-J旨
的 蚊
計・の
椴目

入r 

九
州
帝
同
火
山
中

教

授

文

砂

博

1

{Jc 
f受

3ι 

.t~! 

1惇

績

範

織i呆
llh 

~ltll~ 肱l

雄行

米

国

陀

太

郎

田

島

錦

治

山

本

美

越

乃

主主
f1': 

出
川
中
博
ト

山
政
技
法
則
中

品
川
丸
山
巾
f

帽

ト

倍
加
中
博

lr

抗
日
小
岬

1

山
政
肥
料
パ
州
市
上

ぽ
川
崎
乱
H
a
i

-

i

J

 

I~九

回れ詰

州

戸

11; 

田

太虎

民I~ 三

銀
行
正
・
淀
虫
干
叫
損
失
仙
陥
公
悩
法
・
持
見
手
形
y
・
後
品
川
町

μ
・
は
出
向
説
付
山
俗
世
刷
出
・
公
益
質
ハ
町
出
・
心
外

特
日
組
合
法
・
崎
山
制
帥
刷
物
取
締
法
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旬
。
}
の
見
解
で
あ
る
。
冨
o
a
g
B
P
に
依
れ
い
ば
、
指
訴

は
慌
に
比
率
で
あ
bd
、
庚
狭

ω
二
義
が
あ
る
。
田
中
一
の

一
数
列
な
る
場
合
帥
も
車
純
指
数
が
前
者
で
あ
b
、
此
等

一
の
数
列

ω合
成
よ

h
成
る
指
数
即
も
、
複
合
指
数

(E'

一
目
日
目
自
岡
田
0

5
0

0且

-ro自
立
ロ
戸
内
母
H

ロ
仏
語
N
-

伊
同
)
は
後

者
に
嵐
ず
る
山
君
。
日
間
一
色
に
於
て
は
、
前
記
的
問
単
純
指
数

一
な
h
ピ
云
は
れ
た
債
格
の
比
率
卸
も

p
a
g虫
色
『

q

*
一
い
亦
此
の
司
氏
自
由
ω
自
由
附
門
的
卒
均
を
も
指
数
己
は
認

最
近
に
遊
表
さ
れ
た
〉
n
r
B
耳
目
物
一
醐
指
般
に
闘
す
る
研
究
は
、
一
め
な
い
G

彼
の
指
数
与
己
云
ふ
の
は
、
婿
額
り
徳
和
で
あ

物
倒
柑
哲
問
題
白
取
り
扱
主
、
事
へ
方
に
於
て
住
吉
そ
れ
と
は
一
る
。
蓋
し
、
こ
れ
の
み
が
、
現
象
自
慢
の
大
吉
、
其
の

拠
る
所
が
あ
り
、
且
つ
共
山
引
川
す
る
所
由
文
献
に
は
、
制
迎
川
口
γ

布
白
十

主
裂
な
る
研
究
を
多
〈
合
ん
で
ゐ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
も
俳
せ
て
師
介
一
綿
花
並
じ
麗
化
的
強
度
を
表

ιは
L
得
る
か
巴
で
あ

し
た
い
考
か
、
そ
叫
下
共
の
論
文
の
大
誌
を
ヰ
言
。
一
4
6
0

斯
〈
の
如
吉
岡
恨
鋭
的
一
線
和
よ
り
成
る
基
数
を
、
比

一
一
戦
し
得
る
慌
に
並
べ
た
帥
掛
川
町
表
現
を
、
彼
は
閃
O
R
a
a

一一

MMEoEa幸
町
三
五
ふ
。

物
倒
指
数
日
は
如
何
な
る
数
的
表
現
を
指
し
て
云
ふ
十
併
L
、
5
m
g
B門

F

の
定
義
は
除
h
に
庚
い
o

比
率

の

で

あ

る

日

一

が

何

ん

で

も

「

指

数

」

勺

ら

、

特

に

指

数

【

一

五

ム

志

義

が

物
侵
指
数
に
就
い

τ議
論
の
あ
る
の
は
、
比
の
問
題
一
な
〈
な
っ
て
し
ま
ム
国
叉
欄
椛
比
翠
の
重
み
を
附
げ
ぬ

仁
就
い

τ論
家
の
意
見
の
一
致
せ
ぬ
が
斜
め
で
め
る
。
一
一
中
均
を
求
め
て
復
令
指
数
を
作
つ
下
也
、
後
に
遁
べ
る

こ
、
じ
は
、
田
平
に
耐
析
端
に
位
す
る
意
見
の
み
を
見
る
様
に
、
意
味
が
般
に
在
っ
て
も
物
伺
指
数
を
求
め
る
目

に
Z
V
め
る
が
、
そ
れ
は
、
冨
O
円
問
。
ミ
♀
r
及
び

4
5日
目
的
に
は
合
は
な
レ
か
ら
之
を
認
め
る
こ
ど
は
出
来
な

第
二
十
四
巻

• • 

雑

ま柔

指
数
の
形
式
ご
指
数
の
目
的

除

雑

録

指
針
山
形
式
と
指
蛇
由
目
的 )11 

1厄

九

第
五
税

四
五

Leonhard Achner. lndexform und Indexzweck.. Ein Beitr~ge_ Z岨 F同j{e
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離

錐

持
政
の
蝉
式
主
崎
町
由

H
的

い
。
一
方
、
当
色
町
内
-
は
俄
b
限
定
し
過
ぎ
た
械
が
ゐ
る

が
、
併
し
之
は
彼
が
指
数
の
経
済
上
の
目
的
ご
す
る
所

か
ら
定
め
た
も
の
で
あ
っ

τ、
此

ω定
義
に
は
重
要
な

る
意
義
を
認
め
る
こ
ど
が
出
来
る

Q

質
際
上
重
要
な
の

は
、
観
念
的
に
、
如
何
な
る
数
的
求
現
を
指
数
ご
す
る

か
Z
云
ム
問
題

I
h
も
、
同
事
ろ
現
に
指
数
百
苫
れ
る
欽

的
表
現
が
、
そ
の
経
済
上
の
目
的
に
劉

L
て
、
如
何
な

る
開
門

r
gロ
E20HH
を
宿
っ
か
ど
一
五
ふ
問
題
で
ゐ
品
。

一一

所
端
、
単
純
な
る
指
数
は
、
二
つ
の
大
さ
の
比
較
以

上
の
意
味
を
有
り
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
指
数
百

L
τ

特
に
其
的
意
味
を
問
ふ
必
要
い
な
い
。
問
題
ど
な
る
の

は
俊
介
指
数
で
ゐ
品
。
然
ら
ば
筏
令
指
数
は
例
を
器
開
り

何
を
衣
ら
は
苫
ん
ご
す
る
か
。

一
般
的
に
云
へ
ば
、
側
々
の
系
列
を
合
成
す
る
ご
云

そ
で
に
は
、
殆
ん
ど
総
て
の
個
別
一
叩
象

ω埼
化
じ
存

1

る
偶
然
性
セ
補
正

L
、
一
の
全
館
的
な
る
誕
化
を
求
ら

は
さ
ん

t
1
る
も
の
w

じ
め
る
出
物
倒
ピ
一
試
ふ
特
別
的
場

合
に
就
い

τ見
れ
ば
、
側
々

ω附
間
桁

ω縫
化
に
於
り
る

偶
然
牲
を
柿

E
L
T
、
全
般
的
な
る
磁
化
ご
[
て
の
一

第
二
十
四
倍

ゴL

節
五
帥
酬

一
四
六

般
的
な
る
物
倒
一
中
準
を
決
定
す
る
こ
ご
に
在
ふ
加
物
価
恨

卒
準
は
貨
僻
岡
山
り
購
買
力
の
強
動
を
表
現
す
る
。
抽
出
令
指

数
に
依
っ
て
求
め
ん
ご
す
る
所
は
自
ら
明
ら
か
で
ゐ
ら

・フ。
併
し
、
こ
れ
に
げ
で
は
一
般
物
倒
が
な
ん
で
ゐ
る
か

が
未
だ
明
白
で
な
い
。
究
に
二
誌
の
考
へ
方
に
依
っ

て
、
一
般
物
倒
な
る
観
念
を
明
に
し
よ
う
。
共

ω
一つ

り
考
に
依

μ
ば
、
同
問
格
山
鈍
化
は
、
共

ω大
さ
に
於
工

又
向
3
に
於

τ千
差
"
品
別
で
ゐ
る
が
之
を
補
正
し
た
も

の
が
物
便
平
準
な

h
t
す
る
。
経
憐
統
計
血
一
a

者
は
、
斯

か
る
考
へ
方
仁
依
っ
て
、
「
卒
均
的
な
る
煩
続
的
一
段
化
」

に
着
目
す
る
ο

恰
も
波

ω
山
ミ
谷
正
を
抽
出
l
合
っ
て
水

一
午
線
を
考
へ
る
が
如

L
o
併
し
、
此

ω
「
卒
均
的
な
る

債
格

ω強
化
」
な
る
御
念
は
採
る
を
得
な
い
。
第
一
が

、
る
指
数
は
基
準
を
麗
宇
る
二
ご
に
依
り
、
共
の
割
合

を
異
に

f
、
指
数
の
目
的
に
合
は
な
い
。
ヌ
重
み
を
附

け
副
正
普
通
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
-
笥
は
、
等
し
い

貨
幣
額
一
炉
重
み
ご

L
て
附
り
ら
れ
て
ゐ
る
o
斯
か
る
重

み
は
、
経
済

ω一
貫
生
活
か
ら
見

τ不
令
理
な
る
こ
ピ
は

云
ふ
迄
も
な
い
I

O

こ
の
胡
刊
の
卒
均
は
採
る
こ
ど
が
出
来

Irving Fisherは之を Pricerelativesと言ふ。
w..ばei，1口市xzrffcrn(Jalubucher fur Natio出 lokonomieu. Statistik， Il7 
Ild..日!yo~ge， 62.日d. .! 1921/TI， S. 128ff inesbesondere S. '4，[' 143) 
VgJ. ~eigeI; a. a. 0， ?:. 134 
Vgl. Schwarrz， Indexzi伍ern(Zcitschrjft dcs D屯yer.S旧tistischesLandes 
amt:; 1921， S・485)
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な

い

。

の

磁

化

、

換

言

す

れ

ば

一

定

の

方

法

で

集

め

ら

れ

た

貨

第
二
の
、
一
般
物
債
卒
準
の
観
念
は
、
此
の
経
務
界
物
の
会
髄
の
費
用
(
例
へ
ば
一
定
の
家
計
に
於
け
る
費

に
於
て
極
め
て
多
数
の
取
引
が
、
多
様
ゆ
債
格
を
以
つ
用
)
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
一
般
に
卒
均
値
t
は
な

τ行
は
る
、
事
賞
よ
h
起
っ
た
も
の
で
可
取
引
額
(
印
一
ぃ
。
償
額
の
総
和
を
針
立
せ
し
む
る
こ
ご
に
依
句

τ成

ち
、
単
位
量

ω債
務
ご
取
引
数
量
の
相
乗
積
)
の
総
和
一
品
指
数
系
列
で
ゐ
る
o

以
下
之
札

-r「
徳
和
指
脇
」
=
呼

を
以
つ

τ物
価
慣
平
準
ご
見
る
。
経
済
統
計
卒
者
は
此
の
一
ば
ぅ
。

場
合
、
平
均
的
な
る
酬
明
桁
の
酸
化
で
は
な
〈
、
会
館
の
一
比
海
指
数
正
総
和
指
数
正
は
、
指
数
の
結
果
に
就
レ

償
額
即
も
技
用
線
品
川
に
着
目
す
る
o

一
て
見
れ
ば
別
に
異
な
る
所
は
な
い
。
賞
際
に
異
な
る
の

=

一

一

は

意

味

の

な

い

重

み

を

附

り

る

所

?
b超
っ
て
来
る
こ

物
倒
平
準
の
観
念
を
右
の
如
〈
ニ
伎
に
解
す
れ
ば
、
一
主
で
あ
る
。
此
の
雨
指
数
の
経
済
上
の
意
味
に
遁
っ
た

こ
れ
よ

b
、
複
合
指
数
の
形
式
に
二
大
別
を
生
す
る
o

一
重
み
己
一
五
ふ
の
は
、
比
率
指
数
に
就
い
て
は
取
引
額
で

3
2
gロ品目
N
2
及
び
閃
O
民
自
目
白
血
町
田
こ
れ
で
あ
る
o

一
ゐ
・
り
、
総
和
指
数
に
就
い
て
は
取
引
数
量
壬
め
る
o
-
w

前
者
は
、
観
察
せ
ら
れ
た
商
品
会
館
の
債
栴
の
平
均
一
れ
は
司
何
百
に
依
っ
て
数
事
的
方
法
℃
明
ら
仰
に
さ

的
な
る
時
現
化
を
表
ら
は
す
も
の
で
あ
h
、
要
す
る
に
、
一
れ
た
が
】
叉
経
済
上
の
考
へ
方
で
容
易
に
理
解
し
得
る

車
の
比
率
の
卒
遣
を
以
て
す
る
指
数
で

20以
7
tで
ゐ
る
(
芭
云
つ

T
、

山

市

吉

山

誌

の

一

一

下
之
れ
を
「
比
率
指
数
」
正
呼
ぶ
』
』
言
、

L
ょ
う
ο

比
率
一

主
一
指
数
の
結
果
の
一
致
を
数
字
を
使
つ

τ説
明
す
る
)
勿

指
数
の
問
題
は
未
だ
解
決
せ
ら
れ
て
居
ら
な
い
。
恐

〈
解
決
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
ら
う
。
蓋
し
、
此
一
論
此
の
雨
者
の
一
致
は
然
る
べ
き
重
み
が
、
郎
一
も

p
f

の
問
題
を
一
般
的
に
取
扱
ふ
こ
ご
は
明
に
設
り
だ
か
ら
の
如
き
重
み
が
各
債
格
比
率
に
附
付
ら
れ
た
時
に
の
み

で
あ
る
o

同
Oω

件。
EH丘
町
田
即
も
費
用
指
数
は
総
償
額
見
得
る
こ
己
で
あ
っ
て
、
債
格
比
率
が
一
一
り
集
固
に
纏

第
二
十
四
駐

1L 

第
五
抗

四
ヒ

世t

指
世
心
形
式
と
指
駒
山
目
向

雑

Vgl. ~izek. Grundriss der Statistik.， 2. Aufl.， 1923， S. 418ff・(DieMessung 

dcr Vcranderungen des Preislliveaus) 
VgI. Meerwarth. Nationalokonomi巴 undStatistik， 19~5 ， S 411 (Allge-

meiner Pi'eis'itand) 
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橘
踏
由
略
式
、
と
描
臨
割
白
目
的

雑

録

め
ら
れ

τ、
此

ω重
み
が
附
り
ら
れ

τも
、
最
早
そ
れ
限
定
さ
れ
た
目
的
に
調
し
、
比

ω指
数
は
間
存
自
己
ロ
干

は

一

致

し

な

い

。

唱

内

与

を

有

っ

て

ゐ

る

o

こ
れ
を
逆
に
し
て
、
現
在
の

理
論
的
に
考
へ
れ
ば
、
そ
の
重
み
が
右
の
如
き
意
味
一
重
み
を
用
ひ

τ指
数
を
作
れ
ば
ど
う
で
あ
ら
う
か
。
一
』

に
於
て
附
け
ら
れ
る
限
b
、
比
率
指
数
正
総
和
指
数
は
一
れ
は
戦
前
己
の
武
際
賃
銭
の
比
較
に
は
役
立
た
な
い
。

同
一
一
償
般
の
も
の
で
、
差
別
世
附
(
べ
き
も
の
で
は
な
一
こ
の
例
で
も
わ
か
る
通
り
、
物
価
問
指
数
に
就
い
て
は
、

い
が
、
実
際
問
題
ご
し
て
は
、
総
和
指
数
の
方
が
筒
唱
一
数
率
的
の
要
求

r
満
足
す
る
ご
一
五
ム
の
み
な
ら
争
、
そ

で
あ
h
、
端
的
仁
理
解
L
得
ら
れ
る
の
利
盆
が
あ
る
J
-
の
定
め
ら
れ
た
形
式
が
鰹
機
上
の
目
的
に
謝
し
て
有
一
つ

斯
(
の
如
〈
考
へ
て
〈
る
ご
、
正

L
い
指
数
を
求
め
る
一
旬

r
o
E
E
2
2
仁
依
つ

τ正
'Lν
指
数
叫
か

V
」
っ
か

問
題
は
、
総
和
指
数
が
比
率
指
数
か
の
問
題
で
は
な

t
一
v
判
定
さ
れ
る
の
で
ゐ
る
o

指
数
の
向
井

g
n
Z
1
2
は

そ

の

重

み

を

採

る

時

の

如

一

回

何
に
依
っ
て
定
ま
る
u
o

例
へ
ば
生
計
費
指
数
を
総
和
一
後
会
指
数
の
第
一
の
目
的
は
物
価
個
平
準
の
継
続
的
な

指
数
1

1
生
計
費
指
数
に
慣
用
さ
れ
る
形
で
あ
る

|
i
一
る
測
定
で
あ
る
。

で
表
ら
は
せ
ば
、
数
量
の
重
み
が
別
ひ
ら
れ
る
こ
正
、
一
尺
度
は
怖
じ
不
品
硬
な
る
を
要
す
る
か
ら
、
指
数
が
、

な
る
。
そ

ιて
肋
の
重
み
を
採
る
時
は
戦
前
ご
現
在
己
一
中
途
に
重
み
を
品
虫
夏
し
、
或
は
慣
に
鹿
市
民
す
る
が
如
一
き

で
あ
る
。
指
数
の
意
味
が
、
此
の
重
み
の
採
z

り
方
仁
依
-
は
号
d

れ
な

ν。
併
し
、
経
済
の
器
開
に
於
て
、
贋
格

つ

τ遣
っ
て
来
る
の
は
蛍
然
で
ゐ
る
ο

戦
前
の
重
み
を
一
正
消
費
の
閑
仁
は
相
互
的
作
用
が
存
す
る
。
冊
唄
格
の
騰

己
れ
ば
、
現
在
は
生
活
の
標
準
山
町
議
つ

τゐ
る
か
ら
‘
一
貴
は
消
費
の
減
退
、
消
費
の
増
大
は
欄
叶
帽
の
騰
貨
を
促

此
の
生
計
費
の
比
駿
正
一
司
ふ
た
め
に
は
決
し
て
完
全
な
一
し
、
叉
反
相
到
の
事
も
一
五
ぴ
得
る
。
之
れ
を
指
数
の
作
製

も
の
で
は
な
レ
が
、
併
L
、
質
際
賃
銀
の
戦
前
己
の
比
に
就
い
て
考
慮
に
入
れ
、
ば
、
例
へ
ば
基
準
の
時
吉
、

較
の
た
め
に
は
充
分
の
意
義
を
有
も
得
品
。
印
も
此
の
比
較
さ
る

ψ

へ
き
時
に
於
け
る
重
み
を
平
均
す
る
が
如
き

第
二
十
四
告

ゴι

IDl 

第
五
都

四
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方
法
に
依
h
、
重
み
に
就
い
て

H
Q
E
N
E叫
を
行
は
ね
之
を
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

指
数
の
絡
調
的
の

ば
な
ら
な
い
が
、
脅
し
き
う
す
れ
ば
、
継
綴
的
な
る
測
正
し

ν
正
一
五
ふ
も
の
を
奥
へ
る
こ
ピ
は
由
来
な

ν。

度
正

L-1
の
指
数
の
性
債
を
失
は
さ
る
を
符
な
守
』
正
十
煩
格
ご
消
費
仙
一
相
互
作
用
を
考
へ
て
、
而
私
物
価
個
卒

、
な
る
。
明
日
開
同
司
の
理
想
一
公
式
に
衣
一
円
、
一
公
式
ご
せ
ら
る
一
準
の
稜
化
を
総
鎖
的
に
測
ら
う
ご
一
エ
ふ
こ
己
は
不
可
能

、
も
の
、
如
き
は
、
一
回
の
比
較
に
は
よ
い
指
数
で
ゐ
一
て
ゐ
る
。
併
し
、
限
定
せ
ら
れ
た
る
意
味
に
於

τ正
し

る
が
、
継
続
的
の
測
度
た
る
こ
ご
は
出
来
な
い
。
叉
貫
一
い
指
数
は
ゐ
b
得
る
。
そ
れ
は
一
定
の
綴
蹴
胴
上
の
目
的

際
問
題
Z
し

τ、
諸
国
の
生
産
及
消
費
の
統
計
の
現
況
十
に
謝
し

τ必
要
Z
せ
ら
る
、
目

r
o
E
E
2
2
に
依
つ

に
於
て
は
、
斯
か
る
材
料
を
得
る
一
』
己
は
困
難
で
、
事
一
て
刊
断
し
得
る
。
此
の
意
味
に
於
て
、
重
み
ヤ
附
け
な

賞
不
可
抱
で
あ
る
同
o

一
い
か
、
或
は
意
味
の
な
い
重
4
0
・
乞
附
け
た
債
格
比
率
の

勿
論
、
司

E
Z
の
理
想
会
式
乃
歪
は
そ
の
次
に
位
す
一
平
均
は
物
倒
挙
準
を
測
る
ご
云
ふ
綴
務
上
の
円
的
に
謝

る
公
式
が
貿
際
の
経
済
生
活
の
必
要
仁
臆
す
る
も
の
な
了
し
て
王
確
な
る
開
門

r
g
E
2
2
を
示
す
も
の
で
は
な

る
こ
芭
に
就
い
て
は
問
題
は
な
い
。
理
想
一
公
式
の
目
的
↑

ν
。

ご
す
る
所
は
、
長
い
時
間
的
間
隔
の
存
す
る
場
合
に
重
↑
勿
論
、
斯
〈
一
耳
へ
ば

Z
τ
、
此
の
様
な
指
数
が
全
然

み
を
附
け
た
指
数
の
補
正
的
手
段
た
ら
し
め
ん
ご
し
た
一
回
W
F
gロ百円
2
0与
を
有
た
ぬ
ピ
か
、
戒
は
こ
れ
が
指
数

も
の
で
あ
る
o

現
に
出
ω
宮
町
は
縦
純
的
な
る
測
度
正
一
で
は
な
い
ご
云
ふ
課
で
は
な
い
o

重
み
を
附
け
ぬ
債
格

Lτ
は
、
依
然
正
し
て
、
一
定
の
重
み
正
し
て
来
準
の
一
比
率
の
平
均
に
も
肘

P
E
E
S
-
2
2
は
ゐ
る
o

郎
も
、

年
の
数
是
を
用
ひ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
ど
一
商
品
会
館
内
費
用
が
、
各
商
品
が
基
準
の
年
に
於

τ何

豆

一

れ

も

一

0
0貨
幣
車
位
蛍
h
の
歎
量
仁
就
い
γ

て
定
め
ら

以
上
の
如
〈
考
へ

τ来
る
ご
、
指
数
仁
経
費
的
の
正
れ
た
鴻
令
に
幾
何
の
蛸
型
化
を
な
し
允
か
正
一
五
ふ
-
』
芭
を

L
V
形
が
ゐ
る
か
ど
う
か
ご
一
五
ム
問
題
に
劃
し

τは
、
語
る
♂
普
通
に
重
み
の
附
け
ら
れ
て
い
V

な
い
卒
均
正

• • 

鵠

指
監
由
形
式
在
描
監
の
目
的
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九
-
一
六

こ
ど
で
ゐ
る
。
併
し
此
等
の
鮎
に
就
い
て
は
、
敢
て

〉
n
Z
2
の
研
究
を
境
つ
迄
ち
な
い
所
で
、
此
の
碗
究

が
特
に
物
便
指
数
論
の
進
歩
に
貢
献
す
る
業
績
ご
は
考

ヘ
E
れ
な
い
。

一
般
物
慣
平
準
の
観
念
よ
b
二
仰

ω異
る
内
容
を
摘

出
L
、
指
数
の
形
式
を
之
に
世
路
せ
し
め
て
考
察
し
た

鮪
は
興
味
が
ゐ
hJ
、
問
題
解
決

ω
一
歩
を
踏
ゐ
出
し
た

↑
様
に
忠
は
れ
る
が
、
問
問
格
比
率

ω卒
均
に
闘
す
る
研
究

一
は
僚
ら
に
乱
暴
で
ゐ
る
o

盟
・
に
数
理
的
で
な
い
v

の
み
な

〉
岳
ロ
白
の
論
文
の
要
旨
は
大
健
右
の
如
〈
で
あ
る
。
一
ら
干
、
彼
の
強
制
す
る
経
済
上
の
考
擦
を
甚
だ
し
(
侠

物
価
四
指
数
の
基
礎
的
な
方
面
を
、
指
数
の
経
瞬
間
上

ω目
て

vτ
ゐ
る
c

勿
論
、
貨
常
購
買
カ
の
概
念
を
琢
め
定
酌

的
正
意
味
ご
を
考
袋
の
重
知
己
[
丹
、
、
平
明
に
取
扱
つ

τ置
い
て
、
北
一
の
意
味
に
於

τ、
一
方
の
一
般
物
侵
卒

た
鮪
は
、
柊
家
的
み
訟
昧
で
此
の
論
文
の
師
四
値

ωあ
る
準
の
概
念
を
採
hJ
他
方
を
拾
て
去
る
こ
ぜ
は
問
題
的
解

所
で

h
ら
う
o

本
文
の
紹
介
の
日
的
も
与
ら
此
の
一
事
決
ご
し
て
は
簡
明
早
明
附
で
ゐ
る
が
、
物
債
指
数
の
問
題

に

限

る

。

に

於

け

る

欄

格

比

率

の

卒

均

の

意

味

を

深

f
考
へ
る
所

こ

ω
研
究
に
於

τ張
調

[τ
ゐ
る
献
は
、
貨
は
格
的
以
で
は
な
〈
、
叉
此
の
間
刊
の
従
来
の
研
究
を
合
ん
で
の

て
鮪

r事
柄
で
ゐ
モ
郎
品
和
指
数
収
叫
に
震
を
期
す
る
物
同
情
指
数
論
の
採
る
態
度
で
は
な
い
ご

於
け
る
重
み

w
の
決
定
は
経
済
上
の
目
的
に
従
ム
も
の
思
ふ
0

(

一
九
二
七
・
四
・
一
五
)

で
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
、
而
し
て
然
る
限
、
り
に
於
て
の

み
此
の
指
数
は
経
済
土
の
意
味
を
有
つ
己
云

J
rけ
の

• • 

華韓

指
政
O
形
式
と
荷
動
白
目
的

録

い
ふ
の
は
質
は
雛
済
生
活

ω賓
際
か
ら
見
れ
ば
会
〈
虚

構
な
仮
定
に
従
つ

τ重
み
が
附
け
ら
れ

τゐ
る
揮
で
あ

る
。
岡
氏
経
臨
胴
上
、
貨
僻
山
購
買
力
の
越
化
を
示
す
た

め
に
一
般
物
傾
卒
準
を
求
め
る
指
数
に
過
ち
泊
こ
ピ
は

云
ふ
迄
も
な
い
。
物
岡
崎
指
数
に
就
い
て
、
数
理
仁
趨
ふ

数
的
表
現
世
符
ん
ご
労
め
工
も
指
数
の
経
済
上
の
意
味

ご
目
的
ご
を
無
減
し
て
は
な
ら
な
い
v

正
云
ふ
こ
さ
は
、

指
数
の
研
究
上
、
心
す
べ

F
こ
己
で
あ
る
o

第
ニ
十
問
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